
IoTを活用した遠隔管理

課
題

効
果

[本社]
受発注管理
売上管理
在庫管理

[冷蔵倉庫]
青果物管理
物流管理

[加工場]
パッケージ加工

[センター事務所]
受発注管理
入出荷管理

営業職

冷蔵倉庫

物流担当 入出荷作業

ネットワークカメラ：2台

温湿度センサー子機：4台

事務職経営者

本社オフィス

パソコン：既存

業務用スマホ：既存

センター事務所

パソコン：既存

業務用スマホ：既存

インターネット 入出庫／在庫管理

入出荷情報、在庫情報、映像情報、温湿度情報入出荷情報

京都：市内 宇治：京都総合食品センター

パート作業員 加工管理者

温湿度データ

センサー親機：1台

（自動記録）

情報モニタ
1台

管理者

検品用業務端末：2台

加工場：1F, 2F

ネットワークカメラ：2台

温湿度センサー子機：4台

検品用業務端末：5台

映像配信システ
ム

LoRa無線

5G回線

No. 対策名 概要 No. 対策名 概要

⓪ 業務フロー図作成 業務見える化、情報整理 ③ ネットワークカメラ導入 遠隔監視、部外者の侵入抑止（HACCP対応）

① 検品用業務端末（試作） 誤認防止、作業効率化 ④ 温湿度センサー導入 自動記録による管理の省力化（HACCP対応）

② 入出庫／在庫管理のデジタル化 情報一元管理、リアルタイム共有 ⑤ 情報共有モニタ設置 情報共有による自発性の向上

補

• 本社と現場は15km離れているため状況が見えず、業務連絡も紙への手書きと
口頭のため、業務を回すために必要な最低人数を減らせない状況

• ネットワークカメラによる遠隔監視を実現し、片道35分の車移動を 50% 削減
• 自動記録やリアルタイムな情報共有で1人当たり1.0h/日の作業を削減
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